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令和７年度 官民連携事業の推進のための
地方ブロックプラットフォーム

《PPP / P F I推進首長会議》

小さな町の多様な挑戦
～地域課題に応じた官民連携の取り組み～

佐賀県基山町長 松田 一也



佐賀県基山町

概 要：佐賀県の東端に位置し、福岡市のベッドタウンとして発展。
町内を国道３号、九州自動車道、県道17号、JR鹿児島本線が
縦走し、交通の要衝地となっている。

面 積：22.15㎢（町域の3/5が山林）
人 口：17,630人(令和7年9月末現在) ※9年連続社会増！5年連続人口増！
世帯数：7,643世帯
予算規模：＜令和６年度一般会計決算額＞

（歳入) 10,252,143千円 (歳出) 9,895,966千円
※税収は4年連続過去最高を更新中！
※地価上昇中！（工業地の上昇率24.4％で全国５位）

基山町へのアクセス

博多駅から電車で約25分
福岡空港から車で約30分

★福岡市中心部から約20キロ！
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基山町出身の有名人

佐賀県基山町

基山町の趨勢
・「基山町中心市街地活性化基本計画」認定（H30.3）
・ 「地方再生コンパクトシティ」モデル都市に全国の町で唯一選定

（Ｈ30.3）
・ 町制施行80周年（Ｈ31.1）
・ 「歴史的風致維持向上計画」が文部科学大臣・農林水産大臣・

国土交通大臣から認定を受ける。（Ｈ31.1）
・「基山町立地適正化計画」策定（R3.3）
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基山町の特徴（人口分析）
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基山町の特徴（人口分析）
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子育て支援の充実

学校や就職での転出減

移住者の獲得

プラチナ世代活躍の場
とソフトランディング
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★基山町子育て・若者世帯の定住促進住宅整備（アモーレ・グランデ基山）

★実績
・令和元年７月から全30戸満室
にて入居開始

☆町外移住：15世帯（53名）
☆町内転居：15世帯（40名）

・構造：RC造（6階建）
・戸数：30戸
（3LDK 75.26㎡ 20戸）
（3LDK 68.90㎡ 10戸）

・事業費：951,621,432円
※維持管理費（30年間）含む

・事業手法：PFI／BTO方式
・主な設備
宅配ボックス、大型トランク
ルーム、ＩＨ対応キッチン、コ
ミュニティルーム

社交金（45％補助）を活用

基山町の官民連携事業（PFI）

現在も全30戸満室！毎年約450万円の基金積立をしており、このペースであれば、30年間で
1億3,500万円の積立となり、この額は購入費（14,230千円/年×30年）の約9年半分に該当します。
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子育て・若者世帯の定住促進住宅事業の概要

１．事業の概要
・ 基山町では、平成28年度からの10年間を定住人口獲得の最後の機会と認識し、「第５次

基山町総合計画」において、宅地開発を前提とした人口増対策に取り組むこととした。
「第５次基山町総合計画」のプロジェクトの１つである「定住サプライズプロジェクト」
中に事業対象地である旧役場跡地の活用が明記されており、中心市街地活性化のためにも
本事業をスピード感を持って取り組む必要があった。

２．事業の内容
・実施方法：PFI事業（BTO方式）
・事業期間：平成30年～令和31年
・事業方式：公募型プロポーザル方式
・事 業 費 ：９億４，０００万円（※維持管理費（30年間）含む）

 ・活用した制度等：社会資本整備総合交付金

３．事業の成果（入居状況）等
・入居募集は、町外先行受付（２週間）で９組確定。一般受付は21戸に対して、26件の応募
があり抽選を実施。

・全30戸満室で運用開始。（15世帯：40名の方が町外から基山町へ移住！）
※R7.9末時点で、17世帯の方が町外から基山町へ移住

４．事業成功のポイント
・議会の理解 ・近隣住民への説明と協力
・進行管理ができる運営会社 ・国、県との連絡体制

５
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九州自動車道基山パーキングエリア（上り）内において、新しい地域発見を提供する複
合的な空間「情報の箱」を実験的に設置し、高速道路が潜在的に持つ可能性などを発見
し、地域の特性を生かした施設利用に役立てるための利用実態調査を行いました。

連携先 西日本高速道路株式会社九州支社 →場所の提供
九州アイランドワーク株式会社 →トレーラーハウスの提供
日本出版販売株式会社西日本支社 →書籍の提供
株式会社関家具 →家具の提供
基山町 →地域情報の発信

ワークスペース

キングダム作者による選書

ECサイトで買える家具

基山町の多様な挑戦～官民連携事業～

★新しい高速道路利用体験を創造「情報の箱」プロジェクト（R5.5～R7.3）
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基山町の多様な挑戦～官民連携事業～

★様々な公共交通実証実験（R3～R7）
（スマートモビリティチャレンジ、共創PJ、交通空白解消PJ）

⚫ 機能の異なるモビリティ（デマンド交通、けやき台通りシャトルバス、通勤・通学
シャトルバス）を時間に応じて使い分けて実証運行（R3）

⚫ 収益源の拡大を目指し、貨客混載（農作物の町内店舗への輸送、特産品
の大都市圏への輸送）を検証（R3）

⚫ マイカー依存に対する働きかけとして、事前に利用証を対象地区全世帯に配
布し、自発的に利用したくなる仕掛けを創出（R3、R7）

⚫ 乗降ポイントはコミュニティバスのバス停に加え、町内の病院・商業施設等
を追加（R4～）

⚫ WEB予約システムを構築し、AIによる運行ルート設定（R6～）

⚫ 町内の私立学校と連携し、通学時間帯以外（9時から15時）における通
学バスの一般住民利用（定時定路線バス）を行い、利便性や輸送効率
性等について検証（R６）

⚫ 往復予約、３日先までの予約に対応と支払い方法の多様化（現金、バー
コード決済、交通系ICカード、クレジットカード）（R7）

⚫ 複数人数乗合予約の場合、料金割引設定（R7）

⚫ 基山町シール会の「きのくにポイントカード」ポイント付与（R7） 8



基山町の多様な挑戦～官民連携事業～

九州最大の基山パーキングエリアのコンビニ店舗前を活用して、基山の情
報発信及び物販直売を行う「基山ふるさと名物市場」を設置。令和4年3月に
リニューアルオープン。

耕作放棄地対策としてエミューの飼育と商品開発を実施し、ダブルジビエ
解体処理施設を建設することで雛の飼育から食肉等の活用までの一貫した体
制の確立により、六次産業化を推進しています。

◆ 耕作放棄地対策（H 3 0～）

エミュー飼育者（民間） ＋ ジビエ解体処理施設（町）

◆ 基山P Aふるさと名物市場（H 2 7～）

商品調達・販売（民間） ＋ 店舗：テント（町）

◆ 基山合宿所（H 2 9～）

施設運営・食堂（民間） ＋ 建物：基山町合宿所（町）

地方創生拠点整備交付金を活用して、スポーツ振興を核とした町の活性化
を図るため、これまで町内にはなかった宿泊機能を備えた合宿所を整備。
併設の食事施設と共に交流人口の増加を図っています。

◆ 基山S G K（H 3 0～）

地域活性化・生きがい（民間） ＋ 建物：基山SGK交流プラザ（町）

経験豊かなシニア層による地域貢献、生きがいづくりを目標に５部会で活動中。
令和4年5月にNPO法人化し、無人駅化したＪＲけやき台駅の管理業務などを活躍
は多岐にわたります。
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基山町の多様な挑戦～官民連携事業～

学生のアイデアと地元事業者の技術により空き家を移住体験住宅としてリ
ノベーションを行い、最長2週間無料で体験してもらっています。

◆ 移住体験住宅（H 2９～）

アイディア（学） ＋ 移住・定住施策（町）

◆ 地方創生に関する大学との連携（R 1～）

研究開発（大学） ＋ 健康・福祉施策（町）

地方創生に関する様々な事業に、産学官連携を取り入れていくため、学校
法人久留米大学と包括的連携協定を締結しました。
現在、町民の健康向上のため健康分野での連携事業を進めています。

建築技術（民） ＋

とはいいつつ、、、直営で頑張っている施設も多数あります。

図書館＿人口2万人未満の同規模自治体で８年連続貸出冊数全国１位！

学童保育＿10年間で利用者数は2倍以上増加したものの、待機児童ゼロを維持！

保育園＿10年間で町内認可保育施設等は３施設から８施設に増え、                    

           入所児童数は約1.8倍に増加したものの、待機児童ゼロを維持！

また、町民会館、合宿所は指定管理から直営に戻し、町で直接管理運営を行っています。
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雇用マッチング～合同企業説明会
R5：参加企業３0社（参加者273人）
R6:参加企業50社（参加者616人）
R7：参加企業70社（参加者900人）見込
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基山町無料職業紹介所 ～きめ細やかな雇用マッチング～
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ご清聴ありがとうございました
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